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環境にやさしい
植物油インキ

今月の表紙

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
　ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線 318）まで。
■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■市報をカセットテープに録音したものを希望者宅にお届けします。
　ご希望の方は、広報広聴課広報
　広聴担当（内線 318）までご
　連絡ください。

ホームページ http://www.city.gyoda.lg.jp　　　　携帯サイト http://www.city.gyoda.lg.jp/mobile/index.html
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特集　スペシャル対談
映画｢のぼうの城｣の魅力に迫る
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P.3

年頭のごあいさつ P.2

将 軍 山 古 墳将 軍 山 古 墳
しょう ぐん やま こ ふんしょう ぐん やま こ ふん

　このコーナーでは、行田の歴史や名所、名物などを行田ゼリー
フライキャラクターのこぜにちゃんが分かりやすく紹介します。

　将
しょう

軍
ぐん

山
やま

古
こ

墳
ふん

は、さきたま古
こ

墳
ふん

公
こう

園
えん

内
ない

にある全
ぜん

長
ちょう

90メート

ルの前
ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

で、６世
せい

紀
き

後
こう

半
はん

に築
きず

かれたものなんだ。古
こ

墳
ふん

の頂
ちょう

上
じょう

部
ぶ

と中
ちゅう

段
だん

には、いろいろな形
かたち

の筒
つつ

状
じょう

の埴
はに

輪
わ

（円
えん

筒
とう

埴
は

輪
にわ

）が並
なら

んでいるよ。

　でも、一
いち

番
ばん

の特
とく

徴
ちょう

は古
こ

墳
ふん

の中
なか

が展
てん

示
じ

館
かん

となっていること

で、馬
ば

具
ぐ

などの副
ふく

葬
そう

品
ひん

や埋
まい

葬
そう

時
じ

の様
よう

子
す

などが展
てん

示
じ

されている

んだ。古
こ

墳
ふん

の中
なか

が展
てん

示
じ

館
かん

になっているのは、全
ぜん

国
こく

でも将
しょう

軍
ぐん

山
やま

古
こ

墳
ふん

だけなんだって。もちろん、フラべぇは知
し

っていたよね。

　 丸墓山古墳頂上から見た日の出の様子。新年の初日の出を見
る場所として、いかがでしょうか。
　今年も、市民の皆さんに親しまれる広報紙を作成していきま
すので、よろしくお願いいたします。

　

江
戸
時
代
、
日
光
館
林
道
と
共
に
、
忍
城
へ
通
じ

る
幹
線
道
路
で
あ
っ
た
の
が
、
熊
谷
か
ら
行
田
に
通

じ
る
熊
谷
行
田
道
で
し
た
。
熊
谷
行
田
道
は
、
持
田

の
菅
谷
八
幡
神
社
の
脇
か
ら
行
田
市
域
に
入
り
、
田

山
花
袋
の
小
説
「
田
舎
教
師
」
に
も
登
場
す
る
城
西

の
「
満
る
岡
」
前
か
ら
、
現
在
の
国
道
1
2
5
号
と

同
じ
ル
ー
ト
を
た
ど
っ
て
、
忍
城
の
持
田
口
に
通
じ

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
沿
線
は
江
戸
時
代
、
持
田
村
の
村
域
で
、
18

世
紀
末
ご
ろ
に
記
さ
れ
た
「
武
蔵
志
」
に
は
、“
民た

み

真ま

土つ
ち

ニ
軒の

き

ヲ
連つ

ら

ネ
住じ

ゅ
う
ス
”
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
沿
線
は
市
街
地
化
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
持
田

村
は
忍
城
付
持
田
組
の
割わ

り

役や
く

村む
ら

だ
っ
た
の
で
、
城
内

へ
の
伝て

ん

馬ま

の
取
り
次
ぎ
、
城
の
堀
の
藻
刈
り
、
城
や

家
中
へ
の
米
の
仕
送
り
請
け
払
い
、
組
下
村
々
へ
の

書
状
の
伝
達
、
城
内
お
よ
び
城

近
辺
の
火
消
し
な
ど
へ
の
人
足

負
担
が
課
さ
れ
て
お
り
、
忍
城

と
の
か
か
わ
り
が
と
て
も
強
い

村
で
し
た
。

　

熊
谷
行
田
道
の
終
点
は
、
現

在
の
城
西
交
差
点
付
近
に
あ
っ

た
持
田
口
で
し
た
。
こ
こ
に
持

田
口
門
が
設
け
ら
れ
、
二
重
の

曲く
る

輪わ

と
二
重
の
堀
で
守
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
持
田
口
門
を
く
ぐ

る
と
、
忍
城
内
に
入
る
の
で
、

堀
に
掛
か
る
二
重
の
橋
で
、
門

の
存
在
が
城
外
か
ら
見
え
な
い

忍
城
物
語

江
戸
時
代
の
忍
城
を
歩
く
2

　
西
か
ら
城
内
へ

行田

歴
史
系
譜

10

226

よ
う
に
隠
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
「
成
田
記
」
に
は
、
石
田
三
成
率
い
る
豊
臣
軍
が

忍
城
を
攻
め
た
と
き
、
真さ

な

田だ

昌ま
さ

幸ゆ
き

・
幸ゆ

き

村む
ら

軍
と
、
甲

斐
姫
率
い
る
城
方
と
の
攻
防
戦
が
行
わ
れ
た
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。「
成
田
記
」
は
、
忍
城
攻
防
戦
か
ら

二
百
年
以
上
も
後
に
記
さ
れ
た
軍
記
物
で
あ
り
、
史

実
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
で
す
が
、
持
田
口
が
忍
城

の
西
の
守
り
の
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う

で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
の
持
田
口
門

に
は
門
番
が
在
中
し
、
厳
重
に
警
護
さ
れ
、
武
士
以

外
の
出
入
り
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
持
田
口
門

か
ら
城
内
に
入
っ
た
、
現
在
の
城
西
1
～
3
丁
目
付

近
に
は
武
家
屋
敷
が
軒
を
連
ね
、
江
戸
時
代
後
期
に

は
、
門
外
の
熊
谷
行
田
道
沿
線
に
も
武
家
屋
敷
が
拡

大
し
ま
し
た
。
ま
た
、
武
家
屋
敷

街
南
側
の
大
宮
神
社
の
前
に
は
大

宮
口
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
東
に
進

ん
だ
突
き
当
た
り
に
東
照
宮
、
金

剛
寺
、
藩
校
「
進し

ん

脩し
ゅ
う

館か
ん

」
が
並
ん

で
い
ま
し
た
。

　

明
治
時
代
以
降
、
東
照
宮
は
移

さ
れ
、
武
家
屋
敷
も
ほ
と
ん
ど
失

わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、「
進
脩

館
」
の
門
と
伝
え
ら
れ
る
武
家
屋

敷
の
門
が
、
忍
城
跡
に
移
築
・
保

存
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
文
化
財
保
護
課　

中
島　

洋
一
）

伝進脩館門


